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事例詳細

重複投薬等チェック機能を活用し、施設間で連携をとることで、
過剰投与の防止・最適な投与量の検討をすることができた。

改善要因 重複投薬等チェック

経 緯 • 降圧薬のアムロジピンベシル酸塩を処方しようとしたところ、重複投薬等チェックにより重複投薬が検知された。

• 患者のお薬手帳にアムロジピンベシル酸塩の記載はなく、また、マイナンバーカードを持参していなかったため、
過去情報の確認もできなかった。そのため、患者が普段通院している医療機関に状況を説明したところ、アムロジ
ピンベシル酸塩が処方されていることが確認された。

• 患者の現在の血圧等を鑑み、追加的な降圧作用を得るために、問い合わせ先の医療機関と投与量に関する調整を
行った上で、追加的なアムロジピンベシル酸塩を処方した。


